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  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＤＳＬアクセス基盤協議会事務局）
電気通信審議会議事規則第５条の２及び接続に関する議事手続細則第２条の規定により、平成１２年５月２５日付け郵通議第３０１５号で公告された郵政省令案に関し、別紙のとおり意見を提出します。
[別紙]
１．コロケーションに関する手続

第二十三条の四　（略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　（略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　法第三十八条の二第三項第一号ニの郵政省令で定める事項は
　、次のとおりとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　一　（略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　二　他事業者が接続に必要な装置を指定電気通信設備を設置す
　　る第一種電気通信事業者の建物、管路及びとう道に設置する
　　場合における次の事項　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　イ　他事業者が接続に必要な装置を設置する場合の手続であ
　　　つて次に掲げる事項を含むもの　　　　　　　　　　　　
　　（１）　他事業者が接続に必要な装置を設置することが可能
　　　　　な場所に関する情報の開示を他事業者が受ける手続　


上記の省令改正案は、空きスペースの有無をはじめとするコロケーション場所の詳細に関する事前の情報開示を、東・西ＮＴＴに義務づける内容であり、強く支持致します。

ただし、これらの情報開示は「他事業者が接続に必要な装置を設置することが可能な場所」に限定することなく、「他事業者が接続に必要な装置を設置することを希望するすべての場所」の情報開示が行われるべきと考えます。従って、

条文３　二 (1)は「他事業者が接続に必要な装置を設置することを希望するすべての場所に関する情報の開示を他事業者が受ける手続き」
としていただくことを希望します。

特に他事業者によるＤＳＬサービスの提供にあたっては、接続点の物理的な所在地(住所)、収容する局番、端子数、同局にて収容するＩＳＤＮ回線数等のデータが不可欠となる為、少なくとも接続点の住所、接続点がカバーする地域の地番や収容する局番といった公共性の高い情報については、他事業者による相互接続点調査の申込みに応じる形での開示ではなく、インターネット等の媒体にて公に開示することが適当と考えます。

　　（２）　他事業者が接続に必要な装置の設置の可否及び条件
　　　　　の検討を指定電気通信設備を設置する第一種電気通信
　　　　　事業者に請求し当該検討の結果の回答（当該設置を拒
　　　　　否するものである場合にはその合理的な理由を含む。
　　　　　）を受ける手続（他事業者による当該設置の請求に係
　　　　　る建物への立入り（当該回答に関する確認のための立
　　　　　入りを含む。）の手続を含む。）


他事業者による接続に必要な装置の設置の可否及び条件の検討依頼に対する東・西ＮＴＴの回答の真偽については、現状他事業者として一切確認の手段が無い為、他事業者による建物への立ち入りを認める上記の省令改正案を支持致します。

なお、立入りの結果東・西ＮＴＴと他事業者の見解に相違が生じた場合は、中立な第三者による仲裁を実施する体制を整える必要があると考えます。また、コロケーションが逼迫する建物においては、空間の有効活用の観点において、古い施設の撤去、移設などを東・西ＮＴＴに義務づけることを要望致します。

　　（３）　他事業者が工事又は保守を行う場合の手続


他事業者によるコロケーションに際して発生する工事又は保守を、東・西ＮＴＴへの委託だけでなく、他事業者自らが実施する権利を認める上記の省令改正案を支持致します。

ただし、接続約款には、工事又は保守に際しての諸条件に関し、東・西ＮＴＴ(及び東・西ＮＴＴ指定業者)と同等の認可が他事業者に与えられることも明記されるべきと考えます。

　　（４）　指定電気通信設備を設置する第一種電気通信事業者
　　　　　が工事又は保守を行う場合の工事又は保守に他事業者
　　　　　立が会いをする手続



上記の省令改正案は、他事業者による東・西ＮＴＴの工事内容の確認を可能にするものであり、支持致します。

２．コロケーションの請求からその実現までに要する標準的期間

　　ロ　他事業者が接続に必要な装置の設置の可否及び条件の検
　　　討を指定電気通信設備を設置する第一種電気通信事業者に
　　　請求した日から当該検討の結果の回答を受け当該回答に係
　　　る設置の工事が始まる日までの標準的期間（当該回答が接
　　　続に必要な装置の設置を拒否するものであるときは、当該
　　　回答の日までの標準的期間）（他事業者の責めに帰すべき
　　　事由による期間を除く。）　　　　　　　　　　　　　　



　　ハ　指定電気通信設備を設置する第一種電気通信事業者が工
　　　事を行う場合の工事の標準的期間（他事業者の責めに帰す
　　　べき事由による期間を除く。）　　　　　　　　　　　　



東・西ＮＴＴと他事業者の健全な競争関係の確立には、コロケーションに係わるすべての条件を公平にすることが不可欠であり、コロケーションの請求からその実現までに要する標準的期間の設定を明示した今回の改正省令案を支持致します。

ただし、接続約款に規定する標準的期間については、他事業者のみならず中立な第三者の意見も反映させた妥当な日数を設定し、受益者たるユーザに不利益が及ばない体制を整えることが重要であると考えます。

３．他事業者のコロケーション設備について東・西ＮＴＴが工事・保守を請け負う場合に他事業者が負担すべき金額

　　ニ　建物及び土地に関して他事業者が負担すべき正味固定資
　　　産価額（当該建物、管路及びとう道の取得原価から減価償
　　　却相当額を控除した額）を基礎として接続料の原価の算定
　　　方法に準じて計算される金額　　　　　　　　　　　　　



　　ホ　指定電気通信設備を設置する第一種電気通信事業者が工
　　　事又は保守を行う場合の工事又は保守に関して他事業者が
　　　負担すべき金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



　　ヘ　その他他事業者が接続に必要な装置を設置する場合の当
　　　該他事業者が負担すべき金額及び条件　　　　　　　　　



　三　他事業者が接続に必要な装置を指定電気通信設備を設置す
　　る第一種電気通信事業者の電柱等に設置する場合における次
　　の事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　イ　他事業者が接続に必要な装置を設置する手続　　　　　



　　ロ　他事業者が負担すべき金額　　　　　　　　　　　　　



　　ハ　その他他事業者が接続に必要な装置を設置する場合の条
　　　件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　四～八　（略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



今回の改正省令案により、コロケーションに関する工事・保守等に関し他事業者が負担する上記の金額及び条件を接続約款規定事項とすることは、コスト算出方法の透明性を高め、東・西ＮＴＴと他事業者の健全な競争関係を確立する上で非常に重要な措置であり、高く評価致します。

なお、今後接続約款に上記の金額及び条件を規定するにあたっては、その算出根拠等も併せ明示されるべきであり、またそれら算出根拠等の妥当性に関し中立な第三者による監査が不可欠と考えます。

以 上

